
八咫烏神社

拝殿
所在地 奈良県宇陀市榛原高塚42
位置 北緯34度30分10.8秒

東経135度56分47.2秒
主祭神 建角身命
社格等 式内社（小）

旧県社
創建 慶雲2年（705年）
本殿の様式 春日造
例祭 11月3日

入口の鳥居

八咫烏神社

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

八咫烏神社（やたがらすじんじゃ）は、奈良県
宇陀市にある神社。『延喜式神名帳』記載の式内
小社。旧社格は県社。
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建角身命（八咫烏）を祀る。

『続日本紀』に文武天皇の時代、慶雲2年（705年）
に八咫烏社を祭るとの記述が見え、これが当社の創

祀となっている[1]。文献上、日本において初めて八
咫烏を神として祀った神社である。

また、建角身命は『新撰姓氏録』によれば、神武天
皇が大和へ東遷する折、「八咫烏」に化身し、熊野
の山中で停滞する一行を大和へと道案内し、皇軍の
勝利に貢献したと伝えられている。

このような御由緒から古来、軍神として崇敬され、

南北朝時代には後醍醐天皇の篤い信仰により社は大いに栄えたと伝えられている[2]。

しかし、南朝の衰退と度重なる戦禍に見舞われて以後、江戸時代中期まで廃絶寸前の状態
となり、いつしか「やたがらす」が訛って「をとごろす」という俗称が伝えられたといわ

れる[3]。

座標: 北緯34度30分10.8秒 東経135度56分47.2秒
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やがて、江戸時代の文政年間に京都の賀茂御祖神社（下鴨社）の神官の目にとまり、その
働きかけと在郷有志の協力により再興が成された。本殿が現在のような春日造に作り替え
られたのもこの頃とされる（旧本殿の石造小祠は今も本殿の横に現存する）。

それ以降、例大祭の折には下鴨社から奉幣使が送られ、祭典が執り行われていたが、奉幣
使をともなう大祭は当時わずか9戸ばかりであった当地の氏子には負担があまりにも大き
かったことや当社が下鴨社の境外末社の扱いとなることを懸念した奈良縣令の指導も相

まって、下鴨社の参向は明治時代の初めに中止されることとなった[4]。

その後、大正3年（1917年）に神社合祀令により近隣の鎮守の社を当地で祀ることになった
ため、にわかに再興。

昭和の時代になると紀元二千六百年記念行事の関係で、県社に昇進するとともに神域の拡
張と整備が行われた。以降、現在へと至る。

◾ 最寄駅：近畿日本鉄道（近鉄）大阪線榛原駅

◾ 駐車場：有り

1. ^ 9月丙戌（9日）条。 
2. ^ 「八咫烏神社略縁起」文政十三年庚寅年、藏人民部大丞兼左兵衞大尉大江朝臣俊常。 
3. ^ 林宗甫『和州旧跡幽考』、延宝9年。 
4. ^ 「宇陀郡史料」。 

◾ 賀茂別雷神社

◾ 八咫烏神社 (http://www.yatagarasujinja.net/)（神社公式）

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=八咫烏神社&oldid=75130921」から取得

最終更新 2019年11月25日 (月) 10:05 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される
場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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